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はじめに

はじめに
経済活動の活発化に伴い、金融市場の規模は拡大し金融市場のメカ
ニズムに関する研究の重要性が増している。しかし、金融市場は複
雑な要因がからみあっているため全容を明らかにすることは困難で
ある。

図 1: 円高円安と企業の関係
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先行研究

分析手法
市場から得られる情報をもとに、分析を行い市場の傾向を把握
することで今後の動きを予測する手法。
ソーシャルメディアを実世界の射影と捉え、それらから得られ
る情報から市場の観測や予測を行う手法。
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プログラム
設定
長期１分足、短期１０秒足を組み合わせたプログラムを動かしていたが、利益をうまく上げるこ
とが出来ていなかったので、安定して利益を出している長期に倣って時間足を変更した。

図 2: 取引結果

結果
稼働時間：4 日
取引回数：31 回
収支：-4114
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結果

結果
　短期の時間足を３０秒にして 4日ほどプログラムを動かした
が、結果として利益を得ることが出来なかった。長期の方も取
引を行っているがそちらの方が利益が安定して出ていることか
ら、両方の時間足を少し長くすることで利益が出ないかを確認
したいと考える。
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プログラム作成

プログラム
コネニスショニスアプローチにより数法則を発見するといったプロ
グラムを作ろうと考えた。今まで蓄えたデータから数法則を発見す
ること出来れば、プログラムの発展が見込めるかもしれない。
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RF5

今回の数法則を発見する際の基本アルゴリズムは以下のようになっ
ている。Φはパラメータからなる一つのベクトル、f(Φ)は今回のプ
ログラムの目的関数、Nはパラメータ数である。これらのアルゴリ
ズムにより数法則を発見していく

図 3: 基本アルゴリズム
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作成したプログラム

今回作成するプログラムは以下の法則を完全に復元するプログラム
である。

図 4: 作成したデモデータ
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まとめ

論文に書いてあることを再現できるようなプログラムを作りた
かったが、論文にあるような結果を出せなかったのでプログラ
ムの修正をする。
完成したら、今までのデータから何か法則を見出すことができ
るのか確認する。
自動売買を行うプログラムが時間足を変えて利益を安定して出
せるようになるかを確認する。
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